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地震災害に備えよう
忘れていませんか？あの日の怖さ
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６
月
　
日
は「
県
民
防
災
の
日
」

１２

で
す
。
今
か
ら
　
年
前
の
昭
和
　

３０

５３

年
６
月
　
日
に
発
生
し
た
宮
城
県

１２

沖
地
震
は
、
市
内
に
大
き
な
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
当
時
の
記

憶
が
薄
れ
つ
つ
あ
る
中
、
平
成
　１５

年
５
月
　

日
の
三
陸
南
地
震
、
同

２６

年
７
月
　
日
の
宮
城
県
北
部
連
続

２６

地
震
で
は
、
地
震
災
害
の
恐
ろ
し

さ
を
あ
ら
た
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ

ま
し
た
。

　
特
に
５
月
　

日
の
午
後
６
時
　

２６

２４

分
ご
ろ
に
発
生
し
た
三
陸
南
地
震

は
、
気
仙
沼
沖
約
　
乂
、
深
さ
約

２０

　
乂
を
震
源
地
と
す
る
マ
グ
ニ

７０チ
ュ
ー
ド
７
・
０
、
震
度
６
弱
と

い
う
も
の
で
、
宮
城
県
沖
地
震
と

ほ
ぼ
同
じ
規
模
の
も
の
で
し
た
。

　
こ
の
地
震
で
は
、
大
き
な
人
的

被
害
は
な
か
っ
た
も
の
の
配
水
管

の
破
損
、
壁
の
亀
裂
や
一
般
住
宅

の
ブ
ロ
ッ
ク
塀
損
壊
、
墓
石
の
倒

壊
な
ど
、
各
地
で
多
く
の
被
害
が

発
生
し
ま
し
た
。

　
発
生
し
た
時
間
帯
が
夕
食
の
支

度
時
間
に
重
な
っ
て
い
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
幸
い
に
も
火
災
な
ど

の
二
次
災
害
は
発
生
し
ま
せ
ん
で

し
た
。
こ
れ
は
、
宮
城
県
沖
地
震

を
教
訓
と
し
た
「
地
震
の
と
き
は

火
を
消
す
こ
と
」
の
防
災
意
識
が

浸
透
し
て
き
た
か
ら
だ
と
推
測
で

き
ま
す
。
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い
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、
い
つ
地
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震
が
き
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お
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し
く
な
い
状
況

に
今
後
　
年
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と
さ
ら
さ
れ

３０

続
け
て
い
く
と
い
う
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
過
去
に
発
生
し
た
宮
城
県
沖
地

震
の
発
生
状
況
を
み
る
と
、
最
短

で
　
年
の
間
隔
で
発
生
し
た
こ
と

２６
も
あ
り
ま
し
た
。
昭
和
　
年
に
発

５３

生
し
た
宮
城
県
沖
地
震
か
ら
す
で

に
　
年
、
大
地
震
は
明
日
に
発
生

３０
し
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
に
あ

り
ま
す
。
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沖
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３０　
％
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確
率

９９
　
本
県
に
お
い
て
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
７
・
５
～
８
ク
ラ
ス
の
宮
城
県

沖
地
震
が
発
生
す
る
危
険
性
は
多

く
の
機
関
が
指
摘
し
て
お
り
、
そ

の
発
生
確
率
は
　
年
以
内
に
　
％

１０

５０

程
度
、　

年
以
内
で
は
　
％
程

２０
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度
、
　

年
以
内
に
至
っ
て
は
　
％

３０
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と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　「
今
後
　
年
間
の
発
生
確
率
が
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％
」
と
は
、　

年
間
に
発
生
す

９９

３０

る
確
率
が
　
％
な
の
で
は
な
く
、
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【
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
と

　
　
地
震
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
】　

　
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
が
0
・
2
大

き
く
な
る
と
地
震
の
エ
ネ
ル
ギ
ー

は
約
２
倍
に
な
り
ま
す
。
1
大
き

く
な
れ
ば
約
　
倍
に
、
２
大
き
く

３２

な
れ
ば
約
１
０
０
０
倍
に
な
り
ま

す
。

　
単
純
に
地
震
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
だ

け
で
比
較
し
た
場
合
、
想
定
さ
れ

て
い
る
宮
城
県
沖
地
震
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
は
、
少
な
く
と
も
三
陸
南
地

震
の
４
回
分
以
上
に
相
当
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。

る
の
が
宮
城
県
沖
地
震
で
、
想
定

さ
れ
る
地
震
の
規
模
は
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
・
５
前
後
。
ま
た
、

陸
地
か
ら
離
れ
た
日
本
海
溝
寄
り

の
海
域
で
発
生
す
る
地
震
も
想
定

さ
れ
、
宮
城
県
沖
地
震
が
こ
の
海

溝
寄
り
で
発
生
す
る
地
震
と
連
動

す
れ
ば
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・

０
前
後
の
巨
大
地
震
が
起
こ
り
甚

大
な
被
害
が
発
生
す
る
と
予
想
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
再
来
が
予
想
さ
れ
る
宮
城
県
沖

地
震
に
つ
い
て
、
単
独
型
・
連
動

型
な
ど
タ
イ
プ
別
に
県
が
ま
と
め

た
「
第
３
次
地
震
被
害
想
定
調
査
」

結
果
に
よ
る
と
、
単
独
型
・
連
動

型
と
も
に
県
内
の
ほ
と
ん
ど
の
地

域
で
震
度
６
弱
以
上
の
揺
れ
に
な

る
と
予
測
。
冬
期
間
の
午
後
６
時

に
発
生
し
た
場
合
の
死
者
は
、
単

独
型
で
　
人
、
連
動
型
で
1
6
4

９６

人
と
算
出
し
、
死
者
　
人
だ
っ
た

２８

昭
和
　
年
の
地
震
よ
り
も
、
は
る

５３

か
に
大
き
な
被
害
を
予
想
し
て
い

ま
す
。

　
宮
城
県
沖
で
は
、
太
平
洋
プ

レ
ー
ト
が
陸
側
の
プ
レ
ー
ト
の
下

に
沈
み
込
み
、
陸
側
の
プ
レ
ー
ト

が
、
そ
の
ひ
ず
み
に
耐
え
切
れ
な

く
な
っ
た
時
、
元
に
戻
ろ
う
と
し

て
反
発
す
る
こ
と
に
よ
り
地
震
が

発
生
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
海
域
の
陸
地
寄
り
で
起
き

宮城県沖地震により崩落した錦桜橋（中田）

宮城県沖地宮城県沖地震震
で倒壊した家で倒壊した家屋屋


